


それ以来、我々は制裁解除問題を米国との交渉議題から完全に除外した。
私は、「非核化措置対制裁解除」というこれまでの朝米交渉の基本テーマが

今や、「敵視撤回対朝米交渉再開」の枠組みに改めるべきだと考える。（略）
最近、米国が対朝鮮制裁に関する大統領行政命令を１年間延長する一方、朝

米関係の改善に先だって「人権問題」が「解決」されるべきだと喧伝して我々
の「人権状況」に言い掛かりをつけたり、わが国を「最悪の人身売買国家」
「テロ支援国」に再指定するなど、我々を狙ってことごとに刺激したりしてい
るが、これだけを見ても米国の対朝鮮敵視が決して撤回されないということが
よく分かる。（略）

我々は米国からの長期的な脅威を管理し、そのような脅威を抑止し、そのよ
うな中で我々の国益と自主権を守り抜くための長期的な計画を立てなければな
らず、実際の能力を強固にし不断に発展させていかなければならない。（略）

米国は我々の核を奪おうと頭を絞るのではなく、我々の核が自分らに脅威に
ならないようにすることに考えを巡らしてみる方がより簡単で有益であろう。
我々には米国を威嚇する考えが全くなく、それについては委員長同志もトラン
プ大統領に明白な立場を明らかにしている。（略）

我々は決して、非核化をしないということではなく、今はできないというこ
とをはっきりさせておくし、朝鮮半島の非核化を実現するには我々の行動と並
行して相手側の多くの変化、すなわち不可逆的な重大措置が同時に取られてこ
そ可能であることを米国に想起させる。

相手側の多くの変化という時、制裁解除を念頭に置いたものでないことを確
かにしておきたい。（略）

出典：『朝鮮中央通信』2020年7月10日
以下のURLから日付により検索。http://www.kcna.co.jp/index-e.htm
翻訳は朝鮮中央通信日本語版サイトを基に作成
http://kcna.kp/kcna.user.home.retrieveHomeInfoList.kcmsf
アクセス日：2021年4月1日
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